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国内初！ＣＢＭ試掘開始！
９月15日、旧清陵小跡の市有地にてCBMの試掘が開始されました。
35年前、93名が亡くなる新鉱爆発事故を引き起こした炭層メタンガス。実は、燃焼時の二酸化炭素
や汚染物質が少ない、クリーンなエネルギー源なのです。多くの悲しみを生み出してきた元凶が、未来
の地域活性化の起爆剤になるもしれません。
悲しみを繰り返すことのないよう、作業は安全第一で進めて参ります。

●清水沢都市拠点拠点整備の背景について…………………２
●キラリ！～魅力ある高校づくりへの取り組み～………………３
●夕張市財政再生計画の変更と平成２８年度補正予算の内容…４
●平成２７年度各会計の決算状況………………………………６
●平成２７年度健全化判断比率などについて……………………７



清水沢都市拠点整備の背景
９月号広報に拠点複合施設建設事業と清水沢都市拠点整備について掲載しましたが、今月号では清水沢

都市拠点整備（南清水沢地区）の背景を説明します。

平成２４年３月にまちづくりマスタープランを策定
＜概ね２０年後の夕張市のまちづくりの基本的な指針＞

清水沢都市拠点整備の背景について

さらなる都市機能の集積により、新たな都市拠点としての役割を果たしていく。
【マスタープランにおける清水沢地区の位置づけ】

●都市拠点及び交流拠点機能の強化
●地域活力を生み出す環境づくり
●魅力的な生活環境の創出
●豊かな自然環境の保全

【清水沢地区の将来像とまちづくりの基本方針】

南清水沢地区における、福祉医療施設、商業施設、子育て施設、交流拠点施設といった生活利便施設の

誘導を図り、都市機能が集積した新たな都市拠点を形成します。

そのために、南清水沢に子育て機能、児童館機能、図書館機能や交通結節点（ハブ）機能をもった拠点複

合施設建設事業を進めます。

【都市拠点および交流拠点機能の強化】

問合せ先
市まちづくり企画室　☎ 52-3141
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◆薬物乱用防止講話開催◆◆薬物乱用防止講話開催◆
10月27日、本校体育館にて薬物乱用防止講話を開催します。

24
日
間
の
夏
季
休
業
を
経
て
、８
月
19
日

か
ら
学
校
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。学
校
長
か

ら
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
か
ら
の
学
び
を
元

に
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。左
は
全
校
集
会
終
了
後
の
、頭
髪
服
装

検
査
の
様
子
で
す
。

８
月
23
日
は
６
校
時
目
に
、第
２
回
進
路

講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。「
社
会
で
働
く

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」を
テ
ー
マ
と
し
、道
都

大
学
社
会
福
祉
学
部
専
任
講
師　

吉
江
幸

子
氏
か
ら
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
徒
は
、常
に
目
標
を
掲
げ
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
持
っ
て
人
生
を
送
る
こ
と
の
意
義
や
、望

ま
し
い
職
業
観
を
育
む
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

２
年
生
38
名
が
第
２
回
目
の
南
清
水
沢

地
区（
高
校
周
辺
）校
外
清
掃
を
行
い
、収
集

し
た
ゴ
ミ
を
分
析
し
て
み
ま
し
た
。 

ま
ず
、一
番
多
い
の
は
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
た
菓
子
パ
ン
や
菓
子
、

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
の
袋
で
す
。

次
に
、缶
コ
ー
ヒ
ー
と
ペッ
ト
ボ
ト
ル
で
す
。

特
に
、缶
コ
ー
ヒ
ー
は
中
・
高
校
生
は
あ
ま
り

飲
み
ま
せ
ん
。ま
た
、缶
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
歩
く
大
人
も
見
か
け
ま
せ
ん
の
で
、車

を
運
転
し
な
が
ら
車
内
か
ら
捨
て
ら
れ
た
と

推
測
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、た
ば
こ
の
空
箱
と

吸
い
殻
、ラ
イ
タ
ー
で
す
。1
0
0
本
以
上
の

た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
は
、高
校
生
と
し
て
の
モ
ラ
ル
を
考
え

る
機
会
と
な
る一方
で
、大
人
の
モ
ラ
ル
の
な
さ

を
感
じ
ま
し
た
。こ
の
行
事
か
ら
、自
分
た
ち

の
住
む
街
の
環
境
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

10月27日　14：20～15：10

北海道札幌方面夕張警察署刑事・
　　　生活安全係長　北村　篤史　様

と 　 き

講 　 師

第９回空知高等学校新人陸上競技大会　兼
第32回北海道高等学校新人陸上競技大会予選会

８月20日、21日に岩見沢市東山公園陸上競技場で
開催の陸上新人戦の地区大会では、本校生徒３名
が、悪天候の中、全道出場権を獲得しました。
全道大会は、９月14日～16日に札幌厚別公園競技
場で行われました。

小　山　龍宇也 円盤投 第２位
【23ｍ32】

ハンマー投 第3位
【27ｍ19】

5000m競歩 第２位
【41’29”72】

（２年Ａ組）

坂　本　幸　久
（２年Ａ組）

板　谷　鞠　奈
（１年Ａ組）

キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
１
１
０

夏
季
休
業
明
け
全
校
集
会　

8
月
19
日

校

進
路

第
２
回
進
路
講
演
会　

８
月
23
日

２
学
年　

校
外
清
掃　

８
月
25
日
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◇
子
ど
も・子
育
て
支
援
新
制
度
対
応

シ
ス
テ
ム
改
修
、妊
産
婦
安
心
出
産
支

援
、道
営
住
宅
修
繕
に
対
し
て
見
込
ま

れ
る
国
道
支
出
金
の
増

計
画
変
更
額　

１
、７
９
２
千
円

◇「
幸
福
の
黄
色
いハ
ン
カ
チ
基
金
」と

「
財
政
調
整
基
金
」か
ら
の
繰
入
金
の

増計
画
変
更
額　

１
２
５
、４
３
９
千
円

◇
南
部
分
団
詰
所
屋
根
改
修
に
対
し

て
見
込
ま
れ
る
地
方
債
収
入
の
増

計
画
変
更
額　

３
、７
０
０
千
円

◇「
子
ど
も・文
化
振
興
基
金
」に
積
み

立
て
る
た
め
の
指
定
寄
付
金
収
入
の
増

計
画
変
更
額　

２
０
０
千
円

◇
新
産
業
創
造
等
事
業
助
成
に
対
し

て
見
込
ま
れ
る「
空
知
産
炭
地
域
新

産
業
創
造
等
事
業
助
成
金
」収
入
の

増計
画
変
更
額　

１
４
６
、９
０
０
千
円

◆
総
務
大
臣
よ
り
統
一的
な
基
準
に
よ

る
地
方
公
会
計
の
整
備
促
進
に
関
す

る
要
請
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、

財
務
書
類
な
ど
を
作
成
す
る
た
め
、シ

ス
テ
ム
導
入
と
作
成
支
援
に
係
る
業

務
を
委
託
す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

６
、４
８
５
千
円

◆
本
庁
舎
内
の
パ
イ
プ
シ
ャ
フ
ト
か
ら

水
漏
れ
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、新
規

に
ボ
イ
ラ
ー
膨
張
管
の
敷
設
工
事
を

実
施
す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

９
５
０
千
円

◆
ユ
ー
パ
ロ
の
湯
の
オ
ー
プ
ン
に
あ
た

り
、夕
鹿
の
湯
の
看
板
と
し
て
使
用
し

て
い
た
市
内
２
箇
所
の
看
板
の
文
字
を

書
き
換
え
る
経
費
の
増（「
幸
福
の
黄

色
いハン
カ
チ
基
金
」か
ら
の
繰
入
金
を

充
当
）

計
画
変
更
額　

２
５
６
千
円

◆
地
方
債
の
新
規
発
行
に
伴
う
後
年

度
の
元
利
償
還
金
に
係
る
経
費
に
つ
い

て
、市
の
実
質
負
担
に
係
る
全
期
間
の一

般
財
源
負
担
分
を
財
政
再
生
計
画
調

整
基
金
に
積
み
立
て
る
た
め
の
経
費
の

増

計
画
変
更
額　

１
、１
５
０
千
円

◆
本
市
の
文
化
振
興
に
活
用
を
希
望

す
る
寄
付
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、当
該

寄
付
金
を
子
ど
も・文
化
振
興
基
金
に

積
立
て
る
た
め
の
経
費
の
増（「
子
ど

も
・
文
化
振
興
基
金
寄
附
金
」を
充

当
）

計
画
変
更
額　

２
０
０
千
円

◆
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、当
初
見

込
み
を
大
き
く
上
回
る
寄
付
が
寄
せ

ら
れ
た
た
め
、寄
付
者
に
対
す
る
特
産

品
の
送
付
な
ど
の
ふ
る
さ
と
納
税
受

入
に
係
る
経
費
の
増（「
幸
福
の
黄
色

いハン
カ
チ
基
金
」か
ら
の
繰
入
金
を
充

当
）

計
画
変
更
額　

８
、４
２
２
千
円

◆
国
保
広
域
化
に
伴
う
国
保
保
険
シ

ス
テ
ム
改
修
を
実
施
す
る
た
め
、当
該

事
務
経
費
を
国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
に
繰
り
出
す
た
め
の
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

１
、１
８
９
千
円

◆
本
年
４
月
の
法
改
正
に
よ
る
保
育

料
負
担
軽
減
措
置
に
対
応
す
る
た
め
、

子
ど
も・子
育
て
支
援
新
制
度
管
理
シ

ス
テ
ム
を
改
修
す
る
経
費
の
増（
国
庫

支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

２
、０
５
２
千
円

◆
本
年
５
月
の
法
改
正
に
よ
る
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
加
算
措
置（
２
子

目
、３
子
目
）に
対
応
す
る
た
め
、児
童

扶
養
手
当
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
経

総
務
大
臣
あ
て
に
協
議
を
行
っ
た
「
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
〈
平

成
28
年
度
第
３
次
（
９
月
）
〉
」
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
か
ら
同
意
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

今
回
の
計
画
変
更
に
よ
る
財
政
再
生
計
画
期
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
意
が
得
ら
れ
た
変
更
の
主
な
内
容
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

費
の
増

計
画
変
更
額　

６
４
８
千
円

◆
診
療
所
屋
外
設
置
の
高
圧
受
電
用

引
込
負
荷
開
閉
器
に
つ
い
て
、老
朽
化・

劣
化
に
よ
る
取
替
工
事
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、当
該
工
事
費
を
診
療
所
事
業

会
計
に
繰
り
出
す
た
め
の
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

１
、５
９
９
千
円

◆
本
市
在
住
者
は
分
娩
可
能
な
産
科

医
療
機
関
ま
で
遠
距
離
で
あ
る
こ
と

か
ら
、健
康
診
査
や
出
産
に
か
か
る
交

通
費
の一部
を
補
助
す
る
経
費

計
画
変
更
額　

４
４
３
千
円

◆
真
谷
地
浴
場
屋
外
に
設
置
し
て
い

る
受
水
槽
の
定
水
位
バ
ル
ブ
が
故
障

し
、受
水
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、修
繕
を
実
施
す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

４
３
２
千
円

◆
点
検
に
よ
り
、富
野
じ
ん
芥
埋
立
処

分
施
設
に
設
置
の
受
電
施
設
内
漏
電

ブ
レ
ー
カ
ー
と
接
続
ケ
ー
ブ
ル
が
、経
年

劣
化
に
よ
り
漏
電・正
常
に
機
能
し
な

い
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、取
替
工
事
を
実
施
す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

２
１
３
千
円

◆「
夕
張
市
新
産
業
創
造
等
事
業
助

成
要
綱
」に
よ
り
、シ
チ
ズ
ン
夕
張
㈱
、

北
寿
産
業
㈱
が
行
う
設
備
投
資
に
対

し
助
成
す
る
た
め
の
経
費
の
増（「
空

知
産
炭
地
域
新
産
業
創
造
等
事
業
助

成
金
」を
充
当
）

計
画
変
更
額　

１
４
６
、９
０
０
千
円

◆
道
営
住
宅
管
理
に
お
い
て
、道
と
の

協
定
に
定
め
の
な
い
修
繕
が
発
生
し
た

た
め
、協
定
変
更
の
上
、修
繕
を
実
施

す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

６
６
３
千
円

◆
職
員
の
産
休
・
育
休
取
得
に
よ
り
、

当
面
の
間
体
制
に
欠
員
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
、事
務
の
遂
行
に
必
要
な
体
制

を
確
保
す
る
た
め
、臨
時
職
員
雇
用
に

係
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

３
９
３
千
円

◆
消
防
庁
舎
内
配
置
の
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ

が
故
障
し
、老
朽
化
が
著
し
く
修
理

不
可
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、更
新

を
行
う
た
め
の
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

１
、５
６
１
千
円

◆
南
部
分
団
詰
所
に
お
い
て
、今
春
、

雨
漏
り
が
確
認
さ
れ
、詰
所
内
消
防

機
材
に
も
被
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、屋
上
の
防
水
工
事
を
実
施
す
る
経

費
の
増（
地
方
債
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

３
、７
０
５
千
円

◆
石
炭
博
物
館
の
消
防
設
備
な
ど
の

点
検
に
お
い
て
不
具
合
が
指
摘
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、設
備
の
修
繕
な
ど
を
実
施

す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

３
５
４
千
円

◆
生
活
保
護
費
国
庫
負
担
金
、生
活

困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
費
国
庫

負
担
金
、生
活
保
護
費
道
費
負
担
金
、

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助

金
、障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
国
庫

負
担
金
、障
害
児
入
所
給
付
費
等
国

庫
負
担
金
、障
害
者
医
療
費
国
庫
負

歳　

入

歳　

出

■
一
般
会
計

財
政
再
生
計
画
の
変
更

夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更（ 　

  

）と

　
　

平
成
28
年
度
補
正
予
算
の
内
容

平
成
28
年
度

第

３

次
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担
金
、地
域
生
活
支
援
事
業
費
等
国

庫
補
助
金
、障
害
者
自
立
支
援
給
付

費
道
費
負
担
金
、障
害
児
入
所
給
付

等
道
費
負
担
金
、障
害
者
医
療
費
道

費
負
担
金
、児
童
手
当
国
庫
負
担
金
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
交
付
金
国
庫
支

出
金
、子
ど
も
の
た
め
の
教
育・保
育
給

付
費
道
費
負
担
金
の
確
定
に
伴
い
発

生
し
た
過
年
度
過
誤
納
還
付
金
の
増

計
画
変
更
額　

７
２
、８
８
５
千
円

◆
平
成
２７
年
度
地
方
債
を
充
当
し
て

い
た
一
事
業
に
お
い
て
、過
充
当
が
生
じ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、一

部
繰
上
償
還
を
実
施
し
、過
充
当
を

解
消
す
る
た
め
の
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

２
７
、５
３
１
千
円

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

●
国
保
広
域
化
に
伴
い
、国
保
保
険
シ

ス
テ
ム
を
改
修
す
る
経
費
の
増

介
護
保
険
事
業
会
計

●
市
内
介
護
事
業
者
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

を
導
入
す
る
際
に
助
成
す
る
た
め
の

経
費
の
増

●
介
護
給
付
費
国
庫
負
担
金
、地
域

支
援
事
業
費
国
庫
交
付
金
、介
護
給

付
費
道
費
負
担
金
、地
域
支
援
事
業

費
道
費
交
付
金
、地
域
支
援
事
業
費

支
払
基
金
交
付
金
の
確
定
に
伴
い
発

生
し
た
過
年
度
過
誤
納
還
付
金
の
増

問
合
せ
先
　
市
財
政
係

☎
52
―
3
1
2
2

◇
診
療
所
屋
外
設
置
の
高
圧
受
電
用

引
込
負
荷
開
閉
器
取
替
工
事
の
実
施

に
あ
た
り
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

を
財
源
と
す
る
た
め
、一
般
会
計
繰
入

金
の
増計

画
変
更
額　

１
、５
９
９
千
円

歳　

入

◇
診
療
所
屋
外
設
置
の
高
圧
受
電
用

引
込
負
荷
開
閉
器
に
つ
い
て
、老
朽
化・

劣
化
に
よ
る
取
替
工
事
を
実
施
す
る

経
費
の
増

計
画
変
更
額　

１
、５
９
９
千
円

歳　

出

■
診
療
所
事
業
会
計

予算の補正を行った会計と補正予算額
平成28年９月に総務大臣の同意が得られた「夕張市財政再生計画の変更」に基づき、一般会計と診療所事業

会計の予算の補正を行うとともに、次の２会計の特別会計について予算の補正を行いました。

夕張中学校野球部が第８回全日本少年春期軟式野球南空知支部大会兼第12回石田スポーツ旗争奪野球大
会で優勝しました。
夕張中学校１校では試合ができるだけの人数がいないため、他市の中学校との３校合同チームでの出場で

したが、合同練習を行うなどしてチームワークを養い、南空知支部大会に臨みました。
次は10月８日から始まる第８回全日本少年春季軟式野球北海道大会兼第13回北海道中学校軟式野球選抜
選手権大会に挑みます。応援よろしくお願いします！

会　　計　　名 補正前の予算額 ９月の補正予算額 補 正 後 予 算 額
一 　 般 　 会 　 計 11,284 ,023 278,031 11,562 ,054
国民健康保険事業会計 1,836 ,108 3,033 1,839 ,141
介 護 保 険 事 業 会 計 1,648 ,567 12,963 1,661 ,530
診 療 所 事 業 会 計 103,391 1,599 104,990

（単位：千円）

他
の
特
別
会
計
の
主
な
補
正
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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平成27年度各会計の決算状況

●一般会計

●特別会計

●平成27年度末将来負担等の状況

広報ゆうばり７月号で各会計の決算見込みをお知らせしたところですが、９月議会で「平成27年度各会計決算」が認定
されました。平成27年度は、一般会計において市税や地方交付税などの歳入増や、各事業における節約などによる歳出節
減により、実質収支約８億７千万円の黒字となりました。これは、市民の皆さんのご理解、さまざまなご協力やご支援に
よるものであり、引き続き市民の皆さんの安全・安心を守るため、山積する諸課題に適切に取り組んで参ります。特別会
計においても、すべての会計で収支均衡以上となり、今後も適正な運営を図って参ります。
各会計の決算状況は次のとおりです。

【問合せ先】市財務課財政係　☎ 52－3122

科　　目 決　算　額 参考（平成26年度決算）
市税 ８億3,767万円 ８億5,525万円
地方譲与税・交付金 ２億9,202万円 ２億  547万円
地方交付税 51億2,032万円 51億2,974万円
負担金 4,222万円 4,334万円
使用料・手数料 ５億9,352万円 ６億1,325万円
国・道支出金 19億  328万円 24億6,153万円
財産収入 7,759万円 １億6,140万円
寄附金・繰入金 12億6,277万円 16億6,667万円
繰越金 ６億7,861万円 ６億5,370万円
諸収入 ２億6,888万円 １億1,959万円
市債 ８億  914万円 13億2,358万円

合　　　計 118億8,602万円 132億3,352万円

歳　　　　入
科　　目 決　算　額 参考（平成26年度決算）

議会費 5,396万円 5,205万円
総務費 19億6,041万円 22億1,155万円
民生費 22億2,106万円 22億9,884万円
衛生費 ８億3,749万円 16億1,343万円
農林業費 7,082万円 5,820万円
商工費 ５億8,346万円 ４億3,674万円
土木費 10億1,450万円 ８億2,235万円
消防費 ３億2,146万円 ６億8,527万円
教育費 ２億4,991万円 ２億3,070万円
公債費 36億7,714万円 38億6,733万円
諸支出金 1,607万円 1,017万円

合　　　計
０万円 ２億6,829万円

歳　　　　出

災害復旧費
110億 628万円 125億5,492万円

歳入－歳出 A ８億7,974万円
繰越明許費繰越額 B 1,318万円
実質収支額 A－B ８億6,656万円
単年度収支額 １億9,033万円

収支の状況

・繰越明許費繰越額～年度内に事業の完了が見込まれなかったため、翌年度に予算を繰り越して執行するもの
・実 質 収 支　～ （歳入－歳出）から翌年度に繰り越す財源を除いた決算額
・単年度収支　～　当該年度における実質収支の増減額を示すもの(当該年度実質収支－前年度実質収支）　※平成26年度実質収支  ６億7,623万円

会　計　名
国民健康保険事業会計
市場事業会計
公共下水道事業会計
介護保険事業会計
診療所事業会計
後期高齢者医療事業会計

歳　　入
18億1,411万円

０万円
２億6,988万円
16億1,004万円
１億  680万円
２億3,347万円

歳　　出
18億  103万円

０万円
２億6,988万円
16億1,004万円
１億  680万円
２億3,223万円

収　　支
1,308万円
０万円
０万円
０万円
０万円
124万円

注）水道事業会計除く。

注）水道事業会計除く。
・債務負担　～　将来にわたり支出する義務を有するもの
・市債元金　～　事業等実施するために借入れたもの
・基　　金　～　特定の目的のために、資金を積立・運用するもの

（平成26年度末残　～　△366億6,861万円）
対前年減少額　～ 33億2,430万円

会　計　名
一般会計
国民健康保険事業会計
市場事業会計
公共下水道事業会計
介護保険事業会計
診療所事業会計
後期高齢者医療事業会計

合　　　計

実質収支
８億6,656万円

1,308万円
０万円
０万円
０万円
０万円
124万円

８億8,088万円

債務負担残高
△８億4,714万円

△457万円
０万円
０万円

△150万円
０万円

△185万円
△８億5,506万円

市債元金残高
△367億8,202万円

０万円
０万円

△11億1,298万円
０万円

△6,190万円
０万円

△379億5,690万円

基金残高
44億5,663万円
10,545万円
160万円
０万円

2,309万円
０万円
０万円

45億8,677万円

合　　計
△323億  597万円
１億1,396万円

160万円
△11億1,298万円

2,159万円
△6,190万円
△61万円

△333億4,431万円
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平成27年度健全化判断比率等について

～

≪参考：健全化判断比率 前年度対比≫　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：％）

※①、②は黒字決算であり、赤字が生じないため「－」で表示しています。
※③は再生振替特例債元金償還開始に伴う元利償還金の支出額の増加が主な要因です。
※④は再生振替特例債元金償還開始に伴う地方債の現在高の減少が主な要因です。
≪参考：資金不足比率 前年度対比≫　　　　　　　　　 （単位：％）

※水道事業会計は黒字決算で資金不足比率が生じないため「－」で表示しています。
※市場事業会計及び公共下水道事業会計は、収支均衡で資金不足比率が生じないため「－」で表示しています。

○平成27年度健全化判断比率 (①～④） 　　　　　　 （単位：％）

※①・②は黒字決算であり、赤字が生じないため「－」で表示しています。
※④将来負担比率には財政再生基準はありません。

○平成27年度資金不足比率 （⑤） 　　 （単位：％）

※水道事業会計は黒字決算で資金不足比率が生じないため「－」で表示しています。
※市場事業会計と公共下水道事業会計は、収支均衡で資金不足比率が生じないため「－」で表示しています。

問合せ先
市財務課財政係　☎ 52-3122

平成 21 年４月に施行された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、平成 27 年度決算に基づく健全化判
断比率と公営企業ごとの資金不足比率を算定しましたのでお知らせします。
実質赤字比率、連結実質赤字比率は前年度同様に生じない状況ですが、実質公債費比率については財政再生基準を超えており、
財政再生計画に基づいて着実に財政運営を進めていかなければなりません。
公営企業全会計についても前年度同様に、黒字決算若しくは収支均衡となり資金不足比率が生じない状況となりました。

比率の説明 これらの比率は、全国統一的なルールに基づき算定していますが、専門的な用語や複雑な算式も含ま
れていることから、ここではその概略について説明します。

比　率　名 夕 張 市 早期健全化基準 財政再生基準
①実質赤字比率 － 15.00 20.00 
②連結実質赤字比率 － 20.00 30.00 
③実質公債費比率 76.3 25.0 35.0 
④将来負担比率

会　計　名 夕 張 市 経営健全化基準
市場事業会計 －
公共下水道事業会計 －
水道事業会計 －

632.4 350.0 －

20.0 

（標準財政規模に対する一般会計等（一般会計と診療所会計）の赤字額の割合）
⇒この比率が高くなるほど赤字の額が大きく、解消が難しくなるため、より多くの歳出削減策や歳入増加対策を講じるとともに、
解消期間も長期に渡る可能性が高くなるなど、深刻な事態になっていることになります。

① 実 質 赤 字 比 率

（標準財政規模に対する全会計の赤字額の割合）
⇒すべての会計の赤字額や黒字額を合算し、まち全体の赤字の程度を指標化したもの。平成 27 年度は全ての会計で黒字若しくは収
支均衡となっています。

② 連結実質赤字比率

（標準財政規模に対する公債費等の支出の割合）
⇒公債費や公債費に準ずる経費は削減や先送りが難しく、一度この経費が増大すると短期間で削減することが困難になります。そ
のため、この比率が高まるほど財政の弾力性が低下し、他の経費を削減しないと予算を組むことが難しくなるなど、資金繰りの
危険度を示す指標です。

③ 実質公債費比率

（標準財政規模に対する将来負担すべき額の割合）
⇒赤字額や地方債、債務負担行為など現時点で想定される将来の負担（残高）を指標化したもの。この比率が高い場合、今後の財
政運営が圧迫されるなどの問題が生じる可能性が高くなります。

④ 将 来 負 担 比 率

（事業規模である料金収入に対する資金不足額の割合）
⇒この比率が高くなるほど、料金収入で資金不足を解消することが難しくなり、公営企業として経営に問題があることになります。
ただし、将来の料金収入などで解消することが予定されている資金不足については、計算上、差し引くこととしているため、資
金不足額イコール赤字額とはなりません。

・地方公共団体の標準的な状態で通常収入されると見込まれる一般財源（市税や普通交付税など）の規模を示すもの。（人口や面積、
産業構造などにより各自治体ごとに異なりますが、統一ルールにより算出されます）
　⇒平成 27 年度 ～ 4,755,135 千円

本件については、市ホームペ
ージにも掲載していますので、
そちらもご覧ください。

⑤ 資 金 不 足 比 率

※ 標 準 財 政 規 模

 年　　度 ①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率③実質公債費比率
平成27年度 － － 76.3 
平成26年度 － － 61.0 
増　　減 － － 15.3

④将来負担比率
632.4 
724.4 
△ 92.0

 年　　度 市場事業会計 公共下水道事業会計 水道事業会計
平成27年度 － － －
平成26年度 － － －
増　　減 － － －
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「
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
」

  
及
び「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

  
福
祉
給
付
金（
障
害・遺
族
基
礎
年
金

受
給
者
向
け
）」の
申
請
受
付
中

除
雪
会
員
の
募
集

秋
の
火
災
予
防
運
動

◆
申
請
期
限
は
12
月
５
日（
月
）

　
「
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
」

及
び「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金（
障
害・遺
族
基
礎
年
金
受

給
者
向
け
）」の
対
象
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
世
帯
に
は
、８
月
下
旬
に
申
請

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

同
封
の
案
内
文
を
確
認
の
う
え
、申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、必
要

書
類
を
添
え
て
、同
封
の
返
信
用
封
筒

で
返
送
す
る
か
、市
受
付
窓
口（
本
庁

舎・南
支
所
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
、申
請
を

辞
退
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
の

で
、早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
が
届
い
た
方
で
も
、支
給
対

象
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※「
給
付
金
の
対
象
に
な
る
と
思
う

が
、申
請
書
が
届
か
な
い
」な
ど
の
場

合
は
、問
合
せ
先
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。支
給
要
件
な
ど
、詳
し
く
は
広
報

９
月
号
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
申
請
か
ら
支
給
ま
で

　

市
で
は
、申
請
さ
れ
た
内
容
を
審
査

し
、審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、後
日
郵
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

給
付
金
の
受
け
取
り
が
口
座
振
込

の
場
合
は
、申
請
書
を
受
理
し
た
日
か

ら
振
込
ま
で
に
お
よ
そ
１
ヶ
月
か
ら
１

ヶ
月
半
程
度
か
か
り
ま
す
。

※
受
け
取
り
が
現
金
の
場
合
は
、事
務

処
理
上
、振
込
よ
り
支
給
が
遅
く
な

り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
市
が
指
定
し
た

日
時
と
場
所（
平
日
、本
庁
舎
ま
た
は

南
支
所
の
み
）で
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
支
給
決
定
が
さ
れ
る
前
に
亡
く
な

ら
れ
た
方
は
、支
給
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

◆〝
振
り
込
め
詐
欺
〞や〝
個
人
情
報

の
詐
取
〞に
注
意
！

　

申
請
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
っ
た

場
合
、市
か
ら
問
合
せ
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預

払
機
）の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、

支
給
の
た
め
の
手
数
料
な
ど
の
振
込
を

求
め
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
場
合
は
、す
ぐ
に
市
の
担
当
、ま
た

は
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係（
市
役

所
２
階
９
番
窓
口
）☎

52
―
1
0
5
9

除
雪
会
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

高
い
高
齢
化
率
な
ど
を
背
景
と
し

て
、除
雪
を
希
望
す
る
方
が
年
々
増
加

す
る
一
方
、除
雪
作
業
に
従
事
す
る
シ

ル
バ
ー
会
員
は
５
年
前
に
比
べ
て
２
分

の
１
ま
で
減
少
す
る
な
ど
、こ
こ
数
年
、

非
常
に
厳
し
い
除
雪
体
制
が
続
い
て
い

ま
す
。こ
の
冬
も
臨
時
会
員
の
登
録
に

頼
ら
ざ
る
得
な
い
状
況
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、除
雪
の
手

伝
い
が
で
き
る
方
は
、冬
期
の
み
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
登
録
の
う
え
、協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
内
容　

お
お
む
ね
15
㎝
以
上
の

降
雪
が
あ
っ
た
場
合
の
除
雪

作
業
場
所　

市
の
高
齢
者
住
宅
福
祉

除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
って
い
る
住

宅
の
玄
関
と
通
路
、公
共
施
設
、消
防

施
設（
消
火
栓
な
ど
）、そ
の
他
一
般
家

庭
な
ど

配
分
金（
報
酬
）　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
よ
り
支
給

募
集
期
限　

10
月
31
日（
そ
の
後
も

随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。）

申
込・問
合
せ
先　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　

 

☎
59
―
7
7
2
2

10
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で

『
消
し
ま
し
ょ
う　

　
　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
』

を
全
国
統
一
防
火
標
語
に
、秋
の
火
災

予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
暖
房
機
器
を
使

用
す
る
機
会
が
増
え
、チ
ョッ
ト
し
た

不
注
意
に
よ
り
火
災
に
繋
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
コ
ン
ロ

な
ど
火
気
を
使
用
す
る
際
に
は『
火
の

用
心
』を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
近
年
、
古
く
な
っ
た
屋
外

4
9
0
㍑
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
配
管
や
タ

ン
ク
本
体
に
亀
裂
が
入
り
灯
油
が
漏

れ
る
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。灯
油
を

購
入
す
る
際
に
は
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
署
で
は
、火
災
予
防
運
動
期

間
中
に
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
を

対
象
と
し
た
防
火
査
察
を
実
施
し
ま

す
。訪
問
の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
予
防
課
予

防
係　
　
　
　
　

☎
53
―
4
1
2
1

高齢者住宅への
福祉除雪の受付を開始します。

対象者

除雪期間

①市内に子どもなどの親族がいないなど、除雪を他に頼る人が
いない65歳以上の方 
②ケガや病気のため体力的に除雪が困難な方 
③経済的に困難（所得税非課税世帯）な方 
④市税などの滞納がない方

以上、全てに当てはまる方は、申請すると福祉除雪サービスを受けるこ
とができます。
15㎝以上の降雪があった場合の玄関前と通路の除雪です。屋根の雪降ろ

しや時間の指定はできません。

12月１日～平成29年３月31日

申込・問合せ先
市生活福祉係  ☎52－1059
南支所  ☎59－6111
各ふれあいサロン

申込期限 10月21日（金）
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人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
　
　

清
野
敦
子
氏

年
金
相
談
の
予
約
制
が

　
　
　
　

始
ま
り
ま
し
た
。

行
政・人
権・心
配
ご
と

  　
　

合
同
な
ん
で
も
相
談

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の

　

定
期
接
種
が
始
ま
り
ま
す

介
護
予
防
！
ゆ
う
ば
り
脳
ト
レ

運
動
教
室
10
月
開
催
会
場

　

５
人
の
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、１

人
が
９
月
末
に
任
期
満
了
と
な
り
ま

し
た
。後
任
は
清
野
敦
子
氏
が
、法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。人
権
擁

護
委
員
は
地
域
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で

す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

現
在
の
人
権
擁
護
委
員

矢
野
雅
昭（
常
盤
）☎

52
―
3
8
5
8

平
村
美
千
子（
南
清
水
沢
）

☎
59
―
3
3
4
2

佐
藤
裕
子（
本
町
）☎

52
―
3
1
9
1

中
井
法
史（
紅
葉
山
）☎58

―
2
1
5
1

清
野
敦
子（
南
清
水
沢
）新
任

☎
59
―
6
2
0
0

問
合
せ
先　

市
市
民
課
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

　

岩
見
沢
年
金
事
務
所
で
は
、７
月
１

日
よ
り
、年
金
相
談
の
予
約
制
を
開
始

し
て
い
ま
す
。希
望
日
の
１
ヶ
月
前
か

ら
前
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
年
金
相

談
窓
口
で
お
受
け
し
ま
す
。ご
予
約
の

際
に
は
、相
談
者
お
よ
び
配
偶
者
氏

名
、基
礎
年
金
番
号
、電
話
番
号
、ご

相
談
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。当

日
は
、本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。代
理
の
方
が
来
所
さ

れ
る
場
合
は
、本
人
の
委
任
状
と
代
理

人
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

と　

き　

午
前
９
時
〜
10
時
、10
時

〜
11
時
、午
後
２
時
〜
３
時
、３
時
〜

４
時

　

各
時
間
帯
お
一
人
ま
で
の
予
約
受
け

付
け
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

日
本
年
金
機
構
岩
見
沢

年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

☎
0
1
2
6
―
38
―
8
0
0
0

※
自
動
音
声
の
た
め「
２
番
」を
押
し

て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
よ
り
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者　

①
接
種
日
に
お
い
て
65
歳

以
上
の
市
民
の
方
②
接
種
日
に
お
い
て

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、じ
ん
臓

ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身

辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限

さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫

の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
。

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）

実
施
期
限  

平
成
29
年
３
月
31
日

実
施
医
療
機
関　

①
夕
張
市
立
診
療

所
②
簗
詰
医
院
③
南
清
水
沢
診
療
所

④
中
條
医
院

接
種
費
用　

実
施
医
療
機
関
で
確

認
。

市
の
助
成
額　

上
限
１
、5
0
0
円

（
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
接
種
費

用
全
額
助
成
）

自
己
負
担
額　

①
接
種
費
用
が
３
、

0
0
0
円
以
下
の
場
合
は
１
、5
0
0

円
②
接
種
費
用
が
３
、0
0
0
円
を

超
え
る
場
合
は
、そ
の
費
用
か
ら
１
、

5
0
0
円
を
引
い
た
額
③
生
活
保
護

受
給
者
の
方
は
自
己
負
担
な
し

接
種
回
数　

１
回

そ
の
他　

（１）
接
種
す
る
前
に
実
施
医

療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。（２）
生

　

毎
月
第
４
金
曜
日
に
老
人
福
祉
会

館
で
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

10
月
は
行
政・人
権・心
配
ご
と
の
合
同

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

と  

き　

10
月
21
日 

午
前
９
時
〜
正

午と
こ
ろ　

老
人
福
祉
会
館

問
合
せ
先　

市
市
民
課
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
56
―
6
0
0
4

　

予
防
接
種
法
令
の
一
部
改
正
に
よ

り
、10
月
か
ら
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が

定
期
接
種
と
な
り
ま
す
。

対
象
者　

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降

に
生
ま
れ
た
０
歳
児
で
、夕
張
市
民
の

方
。

実
施
医
療
機
関　

①
中
條
医
院（
月

曜
日
）②
簗
詰
医
院（
火
曜
日
）③
南

清
水
沢
診
療
所（
水
曜
日
）④
夕
張
市

立
診
療
所（
木
曜
日
）

自
己
負
担
額　

無
料

※
た
だ
し
１
歳
に
な
っ
て
し
ま
う
と
定

期
接
種
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

接
種
回
数　

３
回（
１
回
目
終
了
後
、

27
日
以
上
あ
け
て
２
回
目
を
接
種
、２

回
目
か
ら
６
日
以
上
、１
回
目
か
ら

1
3
9
日
以
上
あ
け
て
３
回
目
を
接

種
）

　

対
象
と
な
る
方
に
は
個
別
に
通
知

を
し
て
い
ま
す
。接
種
日
程
な
ど
は
通

活
保
護
受
給
者
の
方
は
、生
活
保
護

受
給
証
明
書
を
医
療
機
関
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（３）
対
象
者
の
②
に
該
当

す
る
方
は
、身
体
障
害
者
手
帳
を
実

施
医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

（４）
市
外
の
病
院（
施
設
）に
入
院（
入

所
）し
て
い
る
方
が
接
種
す
る
場
合
は

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

　
「
介
護
予
防
！
ゆ
う
ば
り
脳
ト
レ
運

動
教
室
」の
10
月
開
催
会
場
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

楽
し
く
、気
持
ち
よ
く
体
を
動
か

し
、頭
の
体
操
を
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
開
催
初
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
下

さ
い
。

◆
真
谷
地
６
区
集
会
所　

10
月
27

日
、11
月
24
日　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分

◆
は
ま
な
す
会
館　

10
月
27
日
、11

月
24
日 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

◆
紅
葉
山
会
館　

11
月
１
日
、８
日 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◆
清
水
沢
生
活
館　

11
月
１
日
、８
日 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
当
日
の
受
け
付
け
は
、開
催
30
分
前

か
ら
で
す
。

申
込・問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

知
文
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

広報ゆうばり　2016年10月号９



10
月
は
不
正
軽
油
防
止

　
　
　
　
　

強
化
月
間
で
す

平
成
28
年 

市
営
住
宅

　
　
　

第
４
回
入
居
者
募
集

ユ
ー
パ
ロ
の
湯
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

石
炭
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

道
は
10
月
を「
不
正
軽
油
防
止
強

化
月
間
」と
定
め
道
内
各
地
で
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
の
燃
料
抜
取
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す
。混
和
軽

油（
軽
油
＋
灯
油
や
重
油
）や
製
造
軽

油（
軽
油
以
外
の
油
か
ら
製
造
）な
ど
、

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
を
お
寄
せ

下
さ
い
。

　

道
は
不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
1
1
0
番

を
開
設
し
て
い
ま
す
。不
正
軽
油
と
思

わ
れ
る
情
報
が
あ
る
と
き
は
、お
電
話

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ

1
1
0
番（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
0
8
0
0
―
8
0
0
2
―
1
1
0

空
知
総
合
振
興
局
課
税
課
事
業
税
間

税
係　

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
0
5
3

入
居
資
格

　

政
令
で
定
め
る
収
入
の
基
準
を
満

た
す
方
、地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
、住
宅
に
困
って
い
る
方
な
ど
。

　

既
に
市・道
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
方
で
、風
呂
が
な
い
方
や
世
帯
構
成

員
が
増
減
し
た
方
な
ど
、特
別
な
事
情

が
あ
り
住
替
え
の
条
件
を
満
た
す
方
。

応
募
期
限　

10
月
12
日　

午
後
５
時

30
分

申
込
方
法　

　

本
人
が
市
役
所
３
階
建
築
住
宅
係

ま
た
は
南
支
所
に
、関
係
書
類（
申
込

用
紙
、印
鑑
、入
居
者
全
員
分
の
住
民

票
と
収
入
証
明
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。持
参
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、郵
送
に
よ
る
提
出
も
受
け
付
け
し

ま
す（
10
月
12
日
必
着
）。応
募
者
が

複
数
と
な
っ
た
場
合
は
抽
選（
10
月
14

日
予
定
）に
て
決
定
し
ま
す
。当
選
者

は
、入
居
資
格
審
査
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係

☎
52
―
3
1
1
9

◆
夕
張
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
伴

う
利
用
料
金
に
つ
い
て

　

９
月
の
定
例
市
議
会
に
て
、夕
張
市

税
条
例
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

◆
石
炭
博
物
館
資
料
整
理

　

石
炭
博
物
館
で
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

際
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
の
整
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。一
緒
に
資
料
整
理
を

し
な
が
ら
博
物
館
や
夕
張
の
こ
と
に
つ

い
て
お
話
し
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

10
月
３
日
、６
日
、11
日
、13

日
、17
日
、20
日
、25
日
、27
日
の
午
後

１
時
〜
午
後
４
時　

と
こ
ろ　

石
炭
博
物
館

※
受
付
で
資
料
整
理
で
来
館
と
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

◆
学
習
会
の
お
知
ら
せ

　

石
炭
博
物
館
で
学
習
会
を
開
催
し

ま
す
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
風
俗
画
を

通
し
て
み
る
昭
和
30
年
代
の
夕
張
」で

す
。

と　

き　

10
月
28
日　

午
後
１
時

と
こ
ろ　

石
炭
博
物
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

問
合
せ
先　

石
炭
博
物
館
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
事
務
局（
市
教

育
委
員
会
内
）　

 

☎
52
―
3
1
6
6

　

入
湯
税
は
鉱
泉
浴
場（
温
泉
施
設
）

の
入
湯
客
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
税
金（
１
人
１
泊
1
5
0
円
、日
帰

り
１
人
50
円
）で
す
が
、「
北
海
道
知
事

が
指
定
す
る
公
衆
浴
場
入
浴
料
金
の

統
制
額
の
区
分
に
掲
げ
る
料
金
以
下

で
入
場
す
る
者
」に
つ
い
て
は
、課
税
免

除
と
な
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ユ
ー
パ
ロ
の
湯
」に
つ
い
て
は
、市
民

大
人
料
金
を
4
4
0
円
に
設
定
し
て

お
り
、統
制
額（
大
人
）と
同
額
の
た
め

課
税
免
除
に
該
当
い
た
し
ま
す
が
、こ

れ
ま
で
は
企
業
努
力
に
よ
り
入
湯
税

相
当
分
な
ど
に
つ
い
て
料
金
の
抑
制
が

図
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、夕
張
市

税
条
例
の
改
正
後
も
利
用
料
金
に
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
日
吉
源
泉
配
管
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
伴

う
入
浴
時
間
の
変
更
に
つい
て

　

作
業
に
伴
い
、ユ
ー
パ
ロ
の
湯
へ
の
温

泉
供
給
が
停
止
す
る
た
め
、左
記
時
間

帯
は
入
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、何
卒
ご
了
承
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、施
設（
大
広
間
を
除
く
）お

よ
び
食
堂
は
通
常
ど
お
り
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

と　

き　

10
月
18
日
〜
20
日

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ
先　

市
ま
ち
づ
く
り
企
画
室

☎
52
―
3
1
2
8

３階
募 集 枠 種 別 地 区 住 棟 間 取 階情報 戸 数

一般世帯枠
住宅に困っている方対象

改 良

※１　募集住戸と募集枠については、変更する場合があります。
※２　階情報に（ ）が付いているものは、エレベータ付の住宅です。
※３　種別が『道営』の住宅は単身者の申込はできません。

道 営

賃 貸

公 営

平 和

宮 前

宮 前

南清水沢

和　２

光　B

憩　２

H49-６

２L D K

２ D K

２L D K

２ D K

３階（  ）

２階（  ）

１階

１

１

１

１

ｴ

ｴ

ｴ

北海道知事が指定する公衆浴場の入浴料金の統制額

区　　分 料　金

大人（12歳以上の者） 440円

中人（６歳以上12歳未満の者） 140円

小人（６歳未満の者） 70円
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教
育
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

自
賠
責
保
険・

　

自
賠
責
共
済
の
ご
案
内

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
「
あ
ず
ま
し
い
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
展「
夕
張
市
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
　

〜
炭
都・夕
張
の
美
術
遺
産
」

体
育
の
日

　
　

体
育
施
設
無
料
開
放

全
国
労
働
衛
生
週
間

◆
い
け
ば
な
池
坊
展
〜

お
は
な　

大
好
き
!!

　

夕
張
支
部
会
員
に
よ
る
花
展
で
す
。

観
覧
無
料
。

と　

き　

10
月
21
日
〜
22
日 
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

◆
第
59
回
夕
張
市
音
楽
発
表
会

と　

き　

10
月
15
日　

午
前
８
時
45

分
〜
11
時
45
分

と
こ
ろ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
ユ
ー
パ
ロ
幼
稚
園
発
表
会

と　

き　

10
月
23
日　

午
前
９
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　
ユ
ー
パロ
幼
稚
園

◆
ゆ
う
ば
り
小
学
校
学
習
発
表
会

と　

き　

10
月
29
日　

午
前
８
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
小
学
校
体
育
館

◆
第
62
回
美
術
協
会
公
募
展

と　

き　

10
月
10
日
〜
15
日　

午
前

９
時
〜
午
後
６
時（
最
終
日
は
午
後
４

時
ま
で
）

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

◆
が
ん
ば
る
市
民
文
化
祭
2
0
1
6

◇
展
示
部
門

作
品
募
集　

絵
、書
、写
真
、押
絵
、陶

芸
、手
芸
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

作
品
受
付　

10
月
28
日　

午
前
10
時

◆
自
賠
責
の
期
限
切
れ
に
気
を
つ
け

て
　

自
賠
責
保
険・共
済
は
、万
一の
自
動

車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償

を
目
的
と
し
て
、自
動
車
損
害
賠
償

保
障
法
に
基
づ
き
、原
動
機
付
き
自
転

車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、自
賠
責
保

険
、・共
済
な
し
で
運
行
す
る
こ
と
は
法

令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

国
土
交
通
省
北
海
道
運

輸
局
札
幌
運
輸
支
局

☎
0
1
1
―
7
3
1
―
7
1
6
7

か
ら
11
時
30
分
ま
で
に
各
自
で
会
場

に
持
参
し
て
展
示
。作
品
の
搬
出
日
は

11
月
５
日 

午
後
４
時
か
ら
。

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

展
示
期
間　

10
月
29
日
〜
11
月
５
日 

午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

※
大
き
な
作
品
や
、グ
ル
ー
プ
な
ど
で

20
点
以
上
の
作
品
を
持
参
す
る
予
定

の
方
は
、事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

会
場
の
都
合
上
、主
催
者
で
展
示
の

調
整
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。搬
入

搬
出
日
に
都
合
が
合
わ
な
い
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
陶
芸
体
験
教
室

と　

き　

11
月
３
日　

午
後
１
時
〜

３
時

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

定　

員　

10
人

参
加
料　

8
0
0
円

講　

師　

未
定

申
込
期
限　

10
月
27
日

　

後
日
、素
焼
き
後
に
色
付
け
を
行
い

ま
す
。

◆
ゆ
う
ば
り
再
発
見
！
市
民
ハ
イ
キ
ン

グ
　

秋
の
山
道
を
歩
き
な
が
ら
、市
が
進

め
て
い
る
森
林
資
源
活
用
事
業
を
学

び
ま
せ
ん
か
？
参
加
無
料
。

と　

き　

10
月
10
日　

午
前
９
時
〜

11
時
30
分

集
合
場
所　

夕
張
市
役
所
２
階
駐
車

場（
８
時
45
分
集
合
）

目
的
地　

福
住
地
区
薬
木
植
裁
地

◆
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会

　
「
子
ど
も
と
と
も
に
明
日
を
つ
く
ろ

う
」を
テ
ー
マ
に
、子
ど
も
た
ち
と
の
関

わ
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
考

え
る
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。参
加

無
料
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と　

き　

10
月
25
日　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

講　

師　

落
語
家　

三
遊
亭
貴
楽
氏

申
込
期
限　

10
月
23
日

申
込・問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

◆
芸
術
の
樹

　

保
育
園
児
の
可
愛
ら
し
い
芸
術
作

品
展
で
す
。

と　

き　

10
月
３
日
〜
20
日

◆
大
和
屋
巌「
昭
和
７
年
〜
夕
張
線

の
ス
ケ
ッ
チ
画
」展

　

夕
張
ゆ
か
り
の
画
家
、大
和
屋
巌
の

作
品
を
中
心
と
し
た
ス
ケ
ッ
チ
画
を
展

示
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
25
日
〜
11
月
16
日

　

い
ず
れ
の
展
示
も
午
前
８
時
45
分

〜
午
後
５
時
30
分（
市
役
所
開
庁
時

間
）

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
あ

ず
ま
し
い
」（
市
役
所
２
階
）

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

と  

き  

10
月
10
日 

午
前
９
時
〜
午

後
５
時

開
放
施
設  

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、ゆ
う
ば
り
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、サ

ン
グ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ（
多
目
的

運
動
広
場
）

※
個
人
で
の
利
用
に
限
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

☎
56
―
6
0
4
6

主　

催　

札
幌
駅
総
合
開
発
㈱
、北

海
道
新
聞
社

と　

き　

10
月
８
日
〜
30
日　

午
前

10
時
〜
午
後
７
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
タ
ワ
ー
プ
ラ
ニ
ス
ホ
ー
ル

（
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２
丁
目
）

入
場
料　
一
般
5
0
0
円
、中
学
生
以

下
は
無
料

※
本
展
覧
会
の
入
場
料
は
全
額
夕
張

に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先　

札
幌
駅
総
合
開
発
㈱
文

化
事
業
部

☎
0
1
1
―
2
0
9
―
5
0
7
5

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
全
国
労
働

衛
生
週
間
で
す
。

　
「
健
康
職
場　
つ
く
る　

ま
も
る
は

み
ん
な
が
主
役
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
で
労
働
衛
生
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、自
主
的
な
労

働
衛
生
管
理
活
動
の一
層
の
促
進
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

岩
見
沢
労
働
基
準
監
督

署　

☎
0
1
2
6
―
22
―
4
4
9
0

広報ゆうばり　2016年10月号11



ス
イ
ー
ツ
婚
活
in
空
知

後
期
技
能
検
定

　
　
　
　
　

受
検
者
募
集

北
海
道
カ
レ
ー
サ
ミ
ッ
ト

　
　
　

2
0
1
6
in
夕
張

自
衛
官
募
集

献
血
車
が
市
内
を

　
　
　
　
　

巡
回
し
ま
す

市
民
健
康
講
座

  

「
か
け
が
え
の
な
い
命
を

　
　

地
域
で
守
る
た
め
に
」

夕
張
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

北
海
道
最
低
賃
金
の
改
正

 

ス
イ
ー
ツ
の
ま
ち「
す
な
が
わ
」を
舞
台

に
、楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
素

敵
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

11
月
13
日　

正
午
〜
午
後

３
時
40
分

と
こ
ろ　

砂
川
市
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ミ
ニ
ホ
ー
ル

対　

象　

20
代
か
ら
40
代
の
独
身
男

女
各
24
名

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費　

１
、5
0
0
円

申
込
方
法　

空
知
総
合
振
興
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

10
月
13
日

問
合
せ
先　

㈱
ノ
ヴ
ェロ 

☎
0
1
1
―
2
8
1
―
6
6
3
1

　

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者

と
そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者（
臨
時
、パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
を
含
む
）に
適
用
さ
れ
る
北
海

道
最
低
賃
金
が
、次
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額　

時
間
額 

7
8
6
円

効
力
発
生
年
月
日　

平
成
28
年
10
月

１
日

問
合
せ
先　

岩
見
沢
労
働
基
準
監
督

署　

☎
0
1
2
6
―
22
―
4
4
9
0

受
付
期
間　

10
月
３
日
〜
14
日

受
検
資
格　

特
級　

１
級　

単
一
等

級　

２
級　

３
級

実
施
職
種　

機
械
保
全
、配
管
、鉄
筋

施
工
、建
築
大
工
な
ど

問
合
せ
先　

空
知
地
方
技
能
訓
練
協

会　

☎
0
1
2
5
―
24
―
1
8
8
0

◆
実
践
型
防
犯
教
室
開
催

　

住
宅
や
建
造
物
の
ド
ア
や
窓
か
ら

侵
入
す
る
泥
棒
の
侵
入
手
口
の
実
演

や
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
発
生
状
況・

被
害
防
止
な
ど
に
関
す
る
解
説
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。事
前
申
込
不
要
。

と　

き　

10
月
14
日 

午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ　

夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会

◆
テ
ロ
警
戒
へ
の
ご
協
力

　

来
年
２
月
、札
幌
と
帯
広
を
会
場

と
し
て
、冬
季
ア
ジ
ア
札
幌
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
大
き
な
国

際
大
会
に
お
け
る
国
際
テ
ロ
な
ど
の
各

種
テ
ロ
攻
撃
の
未
然
防
止
策
と
し
て
、

北
海
道
警
察
で
は
、伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
以
降
も
継
続
し
て
、警
察
と
民
間
事

業
者
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
が
緊

密
に
連
携
し
て
行
う
官
民
一
体
型
の
日

本
型
テ
ロ
対
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
こ
ろ
の
悩
み
を
１
人
で
抱
え
込
ま
せ

な
い

〜「
生
き
る
」を
支
え
る
た
め
に

　
　
　
　

 

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
〜

　

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
講
演
会

　

困
っ
て
い
る
の
に
助
け
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
、困
っ
て
い
る
こ
と
を
自

覚
で
き
な
い
な
ど
、世
の
中
に
は
生
き

て
い
く
こ
と
に
何
ら
か
の
困
難
を
抱
え

て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　

ま
た
、そ
の
よ
う
な
人
を
た
だ
黙
っ

て
見
守
る
し
か
で
き
ず
に
、も
ど
か
し

い
思
い
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

お
互
い
の
気
持
ち
が
通
じ
て
、助
け

合
い・支
え
合
う
た
め
に
は
、ど
の
よ
う

な
こ
と
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

医
療
機
関
で
精
神
障
が
い
者
の
生

活
相
談
や
社
会
復
帰
を
支
援
さ
れ
て

い
る
精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。参
加
無
料
。

 

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
が
、会
場
準

備
の
都
合
上
、事
前
に
電
話
で
申
し
込

み
下
さ
い
。

と  

き  

11
月
４
日 

午
後
１
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ  

清
水
沢
地
区
公
民
館　

第

２
研
修
室

講　

師　

岩
見
沢
市
立
総
合
病
院　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
科　

精
神
保
健
福
祉

士　

三
品　

斉
氏

申
込・問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

◆
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

受　

付　

通
年

資　

格　

18
歳
以
上
〜
27
歳
未
満

◆
高
等
工
科
学
校
生
徒（
男
子
）

受　

付　

平
成
29
年
１
月
６
日
ま
で

資　

格　

中
学
校
卒
業（
見
込
み
）〜

17
歳
未
満

問
合
せ
先　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
恵
庭
地
域
事
務
所

☎
0
1
2
3
―
34
―
5
4
3
8

10
月
26
日  

◇
10
時
〜
11
時 

農
協
本

部
前（
沼
ノ
沢
）◇
11
時
15
分
〜
正
午 

石
田
鉄
工
㈱
前（
南
清
水
沢
）◇
12
時

15
分
〜
13
時
15
分　

シ
チ
ズ
ン
夕
張

㈱
前（
南
清
水
沢
）◇
14
時
50
分
〜
15

時
40
分　

夕
張
高
等
養
護
学
校
前

（
千
代
田
）◇
16
時
〜
17
時　

清
光
園

前（
南
清
水
沢
）

10
月
27
日　

◇
９
時
〜
11
時
40
分 

市

役
所
前（
本
町
）◇
13
時
20
分
〜
14
時

20
分　

マ
ル
ハニ
チ
ロ
㈱
夕
張
工
場
前

（
沼
ノ
沢
）◇
14
時
40
分
〜
15
時
40
分 

博
愛
舎
前（
紅
葉
山
）◇
16
時
〜
16
時

30
分　

㈱
テ
ー
オ
ー
小
笠
原
夕
張
工

場
前（
紅
葉
山
）

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係 

☎
52
―
1
0
5
9

　

今
年
で
９
回
目
の
開
催
を
迎
え
る

北
海
道
カ
レ
ー
サ
ミ
ッ
ト
。今
年
は
夕

張
市
で
初
開
催
で
す
。道
内
に
お
け
る

地
域
食
材
を
活
か
し
た
各
地
域
の
ご

当
地
カ
レ
ー
が
夕
張
市
に
集
結
し
ま

す
。

と  

き　

10
月
２
日 

午
前
10
時
〜
午

後
２
時

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
は
ま
な
す
会
館

前
特
設
会
場

問
合
せ
先　

夕
張
商
工
会
議
所

☎
52
―
3
2
6
6

北
海
道
ご
当
地
カ
レ
ー
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
㈱
ブ
レ
ナ
イ
社

☎
0
1
1
―
2
3
1
―
1
7
1
3

　
「
何
か
い
つ
も
と
違
う
、変
だ
な
」と

感
じ
た
際
は
、最
寄
り
の
警
察
署
や
交

番・駐
在
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

夕
張
警
察
署　

☎
52
―
0
1
1
0
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身
体
活
動
と
は
安
静
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を
す
る
全
て
の
動
き
を
、運
動
と
は
健
康・体
力
の

維
持・増
進
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
を
い
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
量
が
多
い
人
は
不
活
発
な
人
と
比

較
し
て
循
環
器
疾
患
や
が
ん
な
ど
の
発
症
リ
ス
ク

が
低
く
、不
活
発
は
、日
本
に
お
い
て
喫
煙
、高
血

圧
に
次
ぐ
死
亡
に
関
す
る
危
険
因
子
で
あ
る
こ

と
も
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、身
体
活
動
を
支
え
る
骨
や
筋
肉
、関
節

な
ど
の
運
動
器
の
不
調
か
ら
痛
み
な
ど
を
生
じ
、

そ
れ
ら
が
原
因
で
日
常
生
活
が
困
難
を
き
た
す

よ
う
な
危
険
が
あ
る
状
態
を『
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム（
通
称
ロ
コ
モ
）』と
い
い
要
介
護
の
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。生
活
習
慣
病
予
防
と
と
も
に
、

ロ
コ
モ
に
よ
っ
て
日
常
生
活
が
困
ら
な
い
よ
う
に
身

体
活
動・運
動
が
重
要
に
な
って
き
ま
す
。

【
現
状
と
目
標
】

①
日
常
生
活
で
の
歩
数
の
増
加（
日
常
生
活
で
歩

行
ま
た
は
同
等
の
身
体
活
動
を
１
日
１
時
間
以

上
実
施
す
る
者
の
割
合
の
増
加
）

　

市
内
で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
方
の
姿
を

多
く
見
か
け
ま
す
が
、１
日
１
時
間
以
上
の
身
体

活
動
の
実
施
に
つ
い
て
市
の
特
定
健
診
受
診
者
へ

の
質
問
票
の
集
計
で
は
55
％
と
、全
国
や
北
海
道

の
割
合
よ
り
高
い
割
合
で
し
た
。転
倒
が
心
配
な

冬
季
は
除
雪
を
身
体
活
動
と
捉
え
て
行
う
こ
と

や
、屋
内
で
で
き
る
筋
ト
レ
や
体
操
の
普
及
に
よ

り
個
人
や
地
域
で
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進

し
ま
す
。

②
運
動
習
慣
者
の
割
合
の
増
加

　

運
動
習
慣
者
と
は
30
分
、週
２
回
以
上
の
運
動

を
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る
方
を
い
い
ま
す
。市
の

特
定
健
診
受
診
者
への
質
問
票
か
ら
26・2
％
、全

国（
39・6
％
）北
海
道（
37・1
％
）よ
り
も
低
い
割

合
で
し
た
。運
動
習
慣
の
な
い
方
へ
の
き
っ
か
け
づ

く
り
や
身
近
な
場
所
で
運
動
を
継
続
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

【
対
策
】

①
身
体
活
動
量
の
増
加
や
運
動
習
慣
の
必
要
性

に
つ
い
て
知
識
の
普
及・啓
発
の
推
進（
ロ
コ
モ
の
認

知
度
向
上
）

②
身
体
活
動
及
び
運
動
習
慣
の
定
着
の
推
進

③
運
動
し
や
す
い
環
境
整
備

　

９
月
よ
り
こ
れ
ら
の
対
策
の一つ
と
し
て
各
地
域

の
生
活
館・集
会
所
で『
脳
ト
レ
運
動
教
室
』を
開

催
中
で
す
！
楽
し
く
気
持
ち
よ
く
、身
体
を
動
か

し
頭
の
体
操
も
し
ま
す
。ロ
コ
モ
予
防
の
た
め
に
ぜ

ひ
ご
参
加
を
。

保
健
師　

永
澤　

綾
子

9
月
２
、３
日
の
２
日
間
、夕
張
中
学
校
第

７
回
学
校
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は「
手
と
手
を
合
わ
せ　

し

あ
わseven

〜
み
ん
な
で
創
る　

笑
顔
の
物

語
〜
」。

生
徒
会
が
中
心
と
な
り
準
備
や
練
習
を
重

ね
、保
護
者
が
見
守
る
中
、み
ん
な
が
気
持
ち

を一つ
に
し
て
演
劇
や
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

９
月
７
日　

平
和
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、市

の
下
水
道
施
設
の
運
転・維
持
管
理
を
受
託
し

て
い
る
㈱
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
、ゆ
う
ば
り

小
学
校
４
年
生
を
対
象
に
下
水
道
出
前
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

健
康
ゆ
う
ば
り
21
　
身
体
活
動・運
動

今
年
度
初
の
試
み
！

　

12
月
20
日
に
健
康
診
断
を

　
　
　
　

１
日
の
み
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は

　
　
　

11
月
号
に
掲
載
し
ま
す
！
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夕
張
市
職
員
採
用
試
験

狩
猟
免
許
試
験

平
成
21
年
３
月
15
日
生
ま
れ

平
成
25
年
11
月
５
日
生
ま
れ

沼ノ沢
父・雅彦さん　母・早苗さん

な
　
　
お

こ
う 

　
が

相
澤
晄
雅 

ち
ゃ
ん（
右
）

相
澤
菜
桜 

ち
ゃ
ん（
左
）

「市のイメージ映像」の出演者募集！

　

平
成
29
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の

市
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

◆
一般
事
務
職
員

募
集
内
容　
一般
事
務
職

受
験
資
格　

次
の
各
項
目
に
該
当
し

な
い
方
で
、採
用
後
、夕
張
市
に
居
住

可
能
な
方
。

◇
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

◇
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

◇
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
、ま
た
は
そ
の
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の

者◇
そ
の
他
地
方
公
務
員
法
第
16
条

（
欠
格
条
項
）に
該
当
す
る
者

受
験
区
分

◇
大
学
卒　

昭
和
62
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
を
卒
業（
平
成
29
年
３
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
）し
て
い
る
方
、ま
た

は
こ
れ
に
相
当
す
る
と
市
長
が
認
め
る

方◇
短
大
高
校
卒　

昭
和
62
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、学
校
教
育

【
狩
猟
試
験
予
備
講
習
】

と  

き　

11
月
27
日 

午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

岩
見
沢
市
会
館
ま
な
み
〜

る　

多
目
的
室
①
②
③

受
講
料　

第
１
種
、第
２
種　

７
、

5
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）、網
、わ
な 

５
、0
0
0
円
、同
時 

1
0
、0
0
0
円

受　

付　

10
月
18
日
〜
11
月
18
日

【
狩
猟
試
験
】

と  

き　

12
月
４
日 

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

空
知
総
合
振
興
局

問
合
せ
先　

空
知
猟
政
協
議
会 

☎
0
1
2
6
―
25
―
5
7
6
8

（
火・木
曜
日
の
み
）

平成28年9月1日　現在
人　口 8,872人(－52人)
　男 4,108人(－26人)
　女 4,764人(－26人)

世帯数 5,135世帯(－29世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
11
月
号
は
、

11
月
1
日
に
配
布
し
ま
す
。

法
に
よ
る
短
期
大
学
、高
等
専
門
学

校
、高
等
学
校
を
卒
業（
平
成
29
年
３

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）し
て
い
る

方
、ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
と
市
長

が
認
め
る
方

採
用
人
員　

若
干
名

申
込
期
限　

10
月
17
日（
郵
送
の
場

合
も
、10
月
17
日
午
後
５
時
30
分
必

着
）

第
一
次
試
験
日　

11
月
５
日

第
一
次
試
験
場
所　

夕
張
中
学
校（
夕

張
市
南
清
水
沢
３
丁
目
63
番
地
）

試
験
科
目  

第
一
次
試
験　
一
般
教
養
、職
業
適
性

試
験

第
二
次
試
験　

面
接
な
ど
。詳
細
は

第
一次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
通
知
。

申
込
方
法　

履
歴
書（
指
定
の
も
の

で
、６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を

添
付
）、卒
業
証
明
書（
卒
業
見
込
証

明
書
）、返
信
用
封
筒（
長
形
40
号
ま

た
は
長
形
３
号
に
、返
信
先
を
記
載
し

82
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）を
添
え
て

市
総
務
係（
本
庁
舎
４
階
）に
持
参
、

ま
た
は
郵
送
。

※
詳
細
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先　

市
総
務
係

☎
52
―
3
1
7
0

「市のイメージ映像」の出演者募集！

募集対象

撮 影 日

申込期限

夕張市民　100名程度（年齢・性別不問。小学
生以下は保護者同伴でお願いします）
10月15日（土）、16日（日）、22日（土）、23（日）
のいずれか１日。
10月11日

難しい演技はありません。下記連絡先までお電話にて申し

込みください。参加希望者には、日程・撮影場所が決まりまし

たら連絡いたします。

申込・問合せ先　市まちづくり企画室

☎52-3141（平日８時45分～17時30分）
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